
 

消
防
団
全
車
両
に 

双
方
向
の
無
線
搭
載 

い
ま
し
た
が
、
10
月
に
は
す

で
に
方
向
を
決
定
し
て
お

り
、
出
来
レ
ー
ス
で
あ
っ
た

こ
と
は
誰
の
目
か
ら
見
て
も

あ
き
ら
か
で
す
。 

 

検
討
委
報
告
に

従
い
市
民
組
織 
立
ち
上
げ
を 

市
民
が
質
の
高
い
文
化
を

享
受
す
る
た
め
、
待
ち
望
ん

で
い
た
新
文
化
会
館
の
建
設

内
田
市
長
は

12
月
20
日
、 

 

現
市
民
会
館
を 

改
修
し
て
、
今
後
20
年
間
使
用

す
る
こ
と
を
発
表
し
ま
し
た
。 

こ
れ
に
よ
っ
て
、
新
文
化
会

館
の
建
設
計
画
が
実
質
白
紙
撤

回
さ
れ
ま
し
た
。 

改
修
あ
り
き
で 

ひ
た
走
り 

２
０
１
２
年
12
月
、
議
会
に

も
知
ら
せ
ず
改
修
の
た
め
の
調

査
予
算
を
つ
け
、「
改
修
以
外
の

論
議
は
し
な
い
」
と
制
限
を
し

た
改
修
検
討
委
員
会
を
半
年
で

５
回
開
催
し
、
市
民
参
加
を
装

計
画
を
反
故
に
し
た
や
り
方

は
、
市
民
参
加
が
進
む
全
国

の
自
治
体
の
あ
り
方
に
逆
行

す
る
、
旧
態
然
と
し
た
市
政

運
営
で
す
。 

改
修
検
討
委
員
会
の
報
告

で
も
、「
市
民
に
よ
る
文
化
創

造
」「
市
民
参
加
」
と
い
う
言

葉
が
強
調
さ
れ
て
い
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
組
織
づ
く
り

は
計
画
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。 

消
費
税
率
引
き
上
げ
で 

水
道
料
金
等 

３
億
円
の
負
担
増 

４
月
か
ら
８
％
に
な
る
消
費
税

を
水
道
料
金
に
転
嫁
す
る
た
め
の

条
例
改
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

こ
れ
に
よ
っ
て
、
平
均
家
庭
（
４

人
世
帯
13
㎜
口
径
で
一
人
月
10

立
方
ｍ
使
用
）
の
場
合
、
水
道
料

清
楽
荘
の
お
風
呂
廃
止 

タ
イ
ル
の
は
が
れ
や
ボ
イ
ラ
の
水
漏
れ
な
ど
で
３

月
末
で
廃
止
に
。
１
日
37
人
・
年
間
１
万
１
千
人
が
利

用
し
て
い
ま
す
。
何
と
か
改
修
を
し
て
使
う
べ
き
で

す
。 老

人
・
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
は
、
額
田
を
の
ぞ
い
て

バ
ス
の
お
迎
え
が
あ
り
ま
せ
ん
。
沢
山
の
高
齢
者
に
楽

し
ん
で
頂
く
た
め
に
も
バ
ス
の
運
行
を
検
討
し
、
清
楽

荘
廃
止
後
、
中
央
地
域
に
代
替
施
設
を
つ
く
る
べ
き
と

要
求
。 

東
部
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー 

ア
レ
ル
ギ
ー
除
去
食
拡
大 

２
０
１
５
年
９
月
完
成
予
定
の
東
部
給
食
セ
ン
タ

ー
で
は
、
乳
製
品
も
除
去
食
を
行
い
ま
す
。
現
在
、
牛

乳
（
全
セ
ン
タ
ー
）
と
卵
（
北
部
）
の
除
去
食
を
行
っ

て
い
ま
す
。  

日
本
共
産
党
市
議
団
は
、
除
去
食
だ
け
で
な
く
、
代

替
食
も
要
求
し
ま
し
た
。 

額
田
地
域
の
自
校
式
給
食
廃
止 

 

こ
れ
ま
で
自
校
式
で
お
こ
な
っ
て
き
た
額
田
地
域

の
１
中
学
５
小
学
校
も
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
配
送
に
な

り
ま
す
。
日
本
共
産
党
市
議
団
は
、
食
育
に
反
し
、
雇

用
を
減
じ
る
廃
止
に
反
対
し
ま
し
た
。 

改
修
予
算
22
億
円
に
は
市

民
会
館
南
側
交
差
点
拡
幅
の

た
め
の
土
地
購
入
、
工
事
費

な
ど
は
含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。 

駐
車
場
は
造
成
な
ど
に
よ

っ
て
32
台
増
加
す
る
予
定
で

す
が
合
計
２
６
６
台
で
、
篭

田
公
園
地
下
駐
車
場
を
入
れ

て
よ
う
や
く
４
７
６
台
と
い

う
も
の
。 

 

で
す
。 

消
防
救
急
無
線
Ｗ
デ
ジ
タ
ル

化
す
る
た
め
の
工
事
が
行
わ
れ

ま
す
。
中
継
局
と
し
て
桑
谷
・
桜

形
に
村
積
山
・
雨
山
が
加
わ
り
ま

す
。
小
型
無
線
が
４
２
７
機
。
車

載
無
線
機
が
７
３
台
（
常
備
消
防

１
１
５
台
（
消
防
団
）
に
搭
載
さ

れ
ま
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
す
べ
て

の
車
で
情
報
を
共
有
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。 

東
日
本
大
震
災
の
津
波
の
時

に
最
後
ま
で
住
民
の
避
難
の
た

め
に
活
動
し
て
い
た
消
防
団
車

両
に
双
方
向
の
無
線
が
な
く
「
津

波
が
き
た
。
に
げ
ろ
」
と
伝
え
ら

れ
ず
尊
い
命
が
な
く
な
っ
た
こ

と
の
反
省
等
か
ら
全
消
防
団
車

両
に
つ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

 
改修後のホールのイメージ図 

セ
ル
ビ
跡
地
を
複
合
施
設
に 

金
で
年
額
８
７
６
円
、
下
水
道
料
金

で
６
７
２
円
の
値
上
げ
と
な
り
ま

す
。
市
民
全
体
で
は
、
簡
易
水
道
や

農
業
集
落
排
水
と
合
わ
せ
て
、
総
額

３
億
円
の
負
担
増
と
な
り
ま
す
。
日

本
共
産
党
は
、
く
ら
し
が
た
い
へ
ん

な
時
に
市
民
負
担
を
増
や
す
も
の

と
反
対
。
自
治
体
の
財
政
も
脅
か
す

消
費
税
増
税
を
中
止
す
る
よ
う
国

に
意
見
を
上
げ
る
よ
う
要
求
し
ま

し
た
。 

い
ま
す
。 

 

市
民
の
税
金
９
億
円
も
使

っ
て
購
入
し
た
土
地
を
１
年

も
経
た
な
い
の
に
方
向
転
換

す
る
こ
と
に
、
た
い
へ
ん
な

疑
問
が
の
こ
り
ま
す
。 

 
改
修
方
針
の
中
に
は
、
今

年
度
取
得
し
た
セ
ル
ビ
跡
地

の
計
画
に
つ
い
て
、「
複
合
施

設
と
し
て
の
可
能
性
な
ど
に

つ
い
て
も
視
野
に
入
れ
た
検

討
」
を
し
て
い
く
と
な
っ
て

 



 

 

 
岡崎市議団ニュース 

 

２
０
１
３
年
は
、
安
倍
首
相
の
暴
走
が
い
っ
き
に
加
速
し
た
年
で
し
た
が
、
同
時
に
平
和
を
求
め
る
国
民
の
運
動
が

大
き
な
輪
を
広
げ
た
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。
日
本
共
産
党
は
国
で
も
地
方
で
も
、
「
国
民
が
主
人
公
」
の
政
治
を
め
ざ

し
て
が
ん
ば
り
ま
す
。 

 

き
ま
た
昭
子
市
議 

一
般
質
問 

中
小
企
業
支
援
・
経
済
効
果
28
倍
と
な
る 

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
に
助
成
を 

          

鈴
木
ま
さ
子
市
議 

一
般
質
問 

介
護
保
険
法
の
改
悪
！ 

包
括
支
援
・特
養
増
や
し
て 

 
 

 
「 
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市
民
の
願
い
で
国
政
を
変
え
よ
う
！ 

 

ト
イ
レ
の
洋
式
化
や
風
呂
の
改
修
・
塀
の

修
繕
等
の
リ
フ
ォ
ー
ム
や
耐
震
補
強
を
市

内
業
者
に
仕
事
を
頼
む
事
を
条
件
に
市
が 

一
定
の
補
助
を
す
る
制
度
で
、
住
宅
に
係
わ
る
多
く
の
業

種
に
仕
事
を
生
み
出
し
、
「
地
域
の
活
性
化
」
と
耐
震
対

策
に
も
な
る
制
度
で
す
。 

 

蒲
郡
市
が
２
０
１
１
年
に
２
千
万
円
予
算
を
組
み
、
各

家
庭
が
２
億
８
０
０
０
万
円
の
リ
フ
ォ
ー
ム
を
す
る
こ
と

西三河の私立高校授業料補助金 

 所得制限 年 補助額 
岡崎市 636万円以下 12000円 

636万円以上 ０円 

豊田市 なし 15000円 

刈谷市 なし 18000円 

碧南市 なし 12000円 

知立市 なし 12000円 

西尾市 なし 12000円 

みよし市 なし 12000円 

安城市 230万円以下 18000円 

230万円以上 12000円 
きまた市議は岡崎市の私立高校生授業料補

助金の所得制限の問題も取り上げました。 

県内での学校給食への補助状況 

 補助内容 
岡崎市が実施した 

場合の費用 

大治町 一人月額 150
円の補助、 約５４００万円 

岩倉市 第三子が無料 約５５００万円 
大口町 半額の補助 約７億５０００万円 

鈴木まさ子市議は、学校給食費無償化の実現も取り上

げました。 

 

 

「
改
革
」
と
い
う
名
の
下
に
行
わ
れ
る

政
府
の
社
会
保
障
切
り
捨
て
に
よ
っ
て
、

要
支
援
の
人
た
ち
が
サ
ー
ビ
ス
を
は
ず
さ

れ
ま
す
。
現
在
岡
崎
市
で
そ
の
対
象
は
２

３
５
７
人
。
自
治
体
が
す
べ
て
受
け
皿
と

な
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。 

 

ま
た
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
待
機
者
は
１
９
９
８

人
。
夫
婦
二
人
暮
ら
し
で
年
金
の
少
な
い
家
庭
は
、
施
設

に
入
る
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。
特
養
の
建
設
が
必
要
。 

 

特
定
秘
密
保
護
法
反
対 

 

国
民
救
援
会
岡
崎
幸
田
支
部
が
「
秘
密
保
護

法
に
反
対
す
る
決
議
を
あ
げ
る
」
請
願
を
提
出
。 

 

「
日
本
国
憲
法
の
基
本
原
理
を
覆
し
、
基
本
的

人
権
、
民
主
主
義
を
破
壊
す
る
秘
密
保
護
法
撤
回

の
決
議
」
を
求
め
ま
し
た
。 

 

４
月
１
日
か
ら
の 

消
費
税
増
税
に
反
対 

消
費
税
を
な
く
す
岡
崎
の
会
が

「
４
月
１
日
か
ら
の
消
費
税
の
増
税

に
反
対
す
る
意
見
書
の
提
出
を
求
め

る
請
願
」
を
提
出
。 

で
予
算
に
対
す
る
経
済
効
果
は
２
８
倍
あ
り
ま
し
た
。

岩
倉
市
・
江
南
市
・
東
名
古
屋
市
な
ど
全
国
で
は
５
５

６
自
治
体
が
や
っ
て
い
ま
す
。
是
非
岡
崎
で
も
調
査
を

し
実
施
す
べ
き
と
質
し
ま
し
た
。 

要
支
援
者
の
介
護
・
介

護
予
防
を
行
う
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
は
14
か
所
。
鈴

木
市
議
は
、
豊
橋
市
、
豊

田
市
の
例
を
挙
げ
、
岡
崎

市
の
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

を
せ
め
て
中
学
校
区
に
一

つ
（
20
か
所
）
に
増
や
す

よ
う
強
く
要
求
し
ま
し

た
。 

年
金
引
き
下
げ
中
止
を 

年
金
者
組
合
岡
崎
支
部
が
「
年
金
の
２
．
５
％
の

削
減
中
止
を
求
め
る
」
請
願
を
提
出
。
「
本
来
、
物

価
ス
ラ
イ
ド
は
、
物
価
高
騰
に
対
し
て
年
金
の
目
減

り
を
回
避
す
る
も
の
。
削
減
の
実
施
を
中
止
す
る
こ

と
」
を
求
め
ま
し
た 

 
 要

支
援
者
の
介
護
継
続
を 

愛
知
県
社
会
保
障
推
進
協
議
会
が
「
介
護
保
険
要

支
援
者
へ
の
保
険
給
付
継
続
の
た
め
、
国
に
意
見
書

提
出
を
求
め
る
」
請
願
を
提
出
。 

 

市
民
の
願
い
に
背
き
、
日
本
共
産
党
以
外
の
全
会
派
否
決 

請
願 


